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1 調査対象大学等の概要等

( 1 ）設 置 者

学 校 法 人

(2）大 学 名
実 践 女

(3）大学の位置

干191-8510

子

実 践 女 子 学 園

大
ー同
十

東京都日野市大坂上四丁目1番地の1

（注） ・対象学部等の位置が大学本部の位置と異なる場合 ， 本部の位置を（ ）書きで記入してください。

・対象学部等が複数のキャンパスに所在する場合には， 複数のキャンパスの所在地をそれぞれ記載して

ください。

(4）管理運営組織

職 名 届 出 時 変 更 状 5£ 備 考

イハう トオル

理事長 井 原 徹

（平成21年4月1日）

ユ1 lf シウ
．
才

戸マ崎ー 長 湯 浅 茂 雄

（平成1 9年4月1日）

イイゲ ヨシ7キ

学部長 飯 回 良 明

｛平成20年4月1日）

マツウう ツネオ t ロ イ 9ツ. J 

学科長等 松 浦 件持＂； 夫 広 井 多鶴子 任期により交代（24)

（平成2 3年4月1日） （平成24年4月1日）

（注） ・ 『変更状況Jは， 変更があった場合に記入し ， 併せて「備考」に変更の理由と変更年月日 ， 報告年度を

（ ）書きで記入してください。

（例）平成2 1年度に報告済の内容 →（21) 

平成24年度に報告する内容 →（24) 

－昨年度の報告後から今年度の報告時までに変更があれば， 「変更状況」に赤字にて記載（昨年度までに報告

された記載があれば， そこに赤字で見え消し修正）するとともに， 上記と同様に ， 『備考」に変更理由等を

記入してください。

－大学院の場合には． 「職名Jを「研究科長」等と修正して記入してください。

「事前伺い」により設置された学部等については， 当該項目を記載する必要はありません。



(5) 調査苅象学部等の名称， 定員， 入学者の状況等

（注） ・ 当該翻査対象の学部の学科または研究科の専攻等 ， 定員を定めている組織ごとに記入してください。
様式は． 平成2 1年度開設の4年制の学科の場合 （平成24年度ま での4年間） ですが ． 開設年度 ・

修業年限に合わせて作成してください。 （修業年限が3年以下の場合には欄を削除し. 5年以上の場合
には ． 欄を設けてください。）

(5）ー① 調査対象学部等の名称， 定員

翻査対象学部等の 段置時の 計画
備 考名称（学位） 修業年限 入学定員 編入学定員 収容定員

年 人 年次 人
ムム学部 人

口口学科 4 100 10 420 

学士（00)

(5）ー② 調査対象学部等の入学者の状況

対象年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度
平均入学定員

超 過 率 備 考
区 分 春季入学 その他の学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その惜の学期 春季入学 その他の学期

100人 人 100人 人 人 人 てX 人 ｜人聞社z子部

A 入学定員
は、 人聞社会

（ ー ） （ 一 ） 学科（入学定員
100名）と現代

508 631 社会学科（入学

志願者数 （ ー ）（ ー ）（ ー ）（ 一 ）（ ）（ ）（ ）（ 定員100名）で 、
学部一括入獄

［ー ］ ［ー ］ ［ー ］ ［ー ］ ］［ ］［ ］［ を実施し 、2年
484 606 次新l目路に学

受験者数 （ 一 ）（ 一 ）（ 一 ）（ 一 ）（ ）（ ）（ ）（ 
1. 08倍

科選択のため、
［ー ］ ［ー ］ ［ー ］ ［ー ］ ］［ ］［ ］［ 志願者数（1017

288 324 人）、受験者数

合格者数 （ 一 ）（ ー ）（ ー ）（ ー ）（ ）（ ）（ ）（ 
(1211人）、合格
者数（648人）、

［自］ ［一 ］ ［ー ］ ［ー ］ ］［ ］［ ］［ 入学者数（213
109 106 人）を2学科 で

B 入学者数 （ 一 ）（ 一 ）（ 一 ）（ ー ）（ ）（ ）（ ）（ 嬢分して人数
［ー］ ［ー ］ ［ー ］ ［一 ］ ］［ ］［ ］［ を計算した

入学定員超過率 1. 09 1. 06
B/A 

（注） ・ 数字は ． 平成24年5月1日現在の数字を記入してください。
（ ）内には ， 編入学の状況について畳盤主記入してください。なお編入学を複数年次で行って

いる場合には ． （（ ））書きとするなどし その旨を「備考J に付記してください。 該当がない年には

『ー J を肥入してください。
［ ］肉には． 留学生の状況について血盤主記入してください。骸当がない年には「ー」を記入して

ください。

留学生については ， 「出入国管理及び難民認定法J 別表第一に定められる「『留学』の在留資格 （いわゆる

『留学ピザJ ）により． 我が国の大学 （大学院を含む。） ． 短期大学 ， 高等専門学校， 専修学校（専門謀程）
及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を訟置する教育施般において教育を受ける外国人学生』を

記載してください。
短期交換留学生など． 定員肉に含めていない学生については記入しない でください。

学期の区分に従い学生を入学させる場合は、 春季入学 とその他の学期 （春季入学以外の学期区分を段けている

場合）に分けて数値を記入してください。春季入学のみの実施の場合は、 その他の学期欄は「ー」を位入して

ください。また、 その他の学期に入学定員をt受けている場合は、 備考欄にその人数を記入してください。
「入学定員超過率」については． 各年度の春季入掌とその他参合計した入掌'!EA. 入学者設で算出して

ください。なお ． 計算の際は小数点以下第3位を切り捨て． 小数点第2位まで位入してください。
「平均入学定員超過率J には． 開段年度から提出年度ま での入学定員超過率の平均を記入してください。

なお ， Kt箪の際は「入掌定員超過率l左問機にしてください。
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(5）ー③ 調査対象学部等の在学者の状況

対象年度 平成23年度 平成24年度 平成25年度 平成26年度
備 考

学年 春季入学 その他由学期 春季入学 その他の学期 春季入学 その惜の学期 春季入学 その他の学期

［ ー ］［ 一 ］［ ー ］［一］［ ］［ ］［ ］［ ］｜人聞社::a:-r部は、人聞社会学
1年次 科（入学定員100名）と現代社

109 。 106 。 会学科（入学定員100名）で、学

／／ 

［ ー ］［ 一 ］［ ］［ ］［ ］［ 
都 一括入獄を実施、2年次進級

2年次
］時に学科選択のため、1年次の

117 。 学生数 は、在学生数（212人）を
2学科 で按分して算出した。

レ／ ／／

［ ］［ ］［ ］［ ］平成24年度2年からは、学科選
3年次 択後の現代社会学科 の在学者

数。

／／ レ／ ／／

［ ］［ 
4年次

言十
109 223 

（注）・ 数字は，平成24年5月1日現在の数字を飽入してください。
［ ］内には．留学生の状況について自量支配入してください。該当がない年には「ーJを記入して

ください。
留学生については． 「出入国管理及び難民認定法』別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる

f留学ビザ」）により，我が国の大学（大学院を含む。） ， 短期大学． 高等専門学校， 尊修学校（専門課程）
及び我が国の大学に入学するための準備教育課程を飯置する教育施政において教育を受ける外国人学生Jを
記載してください。

短期交換留学生など，定員肉に含めていない学生については記入しないでください。
学期の区分に従い学生を入学させる場合は、春季入学 とその他の学期（春季入学以外の学期区分を2受けている

場合）に分けて数値を犯人してください。春季入学のみの実施の場合は、その他の学期欄は「一Jを肥入して
ください。また、その他の学期に入学定員をt受けている場合は、備考欄にその人数 を記入してください。

「計Jについては． 各年度の春季入掌とその他の学期多合計した在掌者数．留霊堂生数を記入してください。
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( 5） 一 ④ 調査対象学部等の退学者等の状況

ミL
入学者数に

入学者数（b) 退学者数（a) 退学者数（内訳） 主な退学理由
対する退学者数

の割合
退学した年度 退学者数 退学者数の （νb) うち留学生数

平成21年度 人 一 人

平成21年度
平成22年度 人 人

入学者
一 人 0人 #VALUE! % 

平成23年度 人 人

平成24年度 人 人

平成22年度 人 人

平成22年度 一 人 0人 平成23年度 人 一 人 #VALUE! % 
入学者

平成24年度 人 人

平成23年度
平成23年度 。 人 人

入学者
106人 0人 0 % 

平成24年度 人 人

平成24年度
1 09人 1人 平成24年度 人 一 人 進路変更のため 0.01 ーも

入学者

合 2十 215人 1人 一一一一一一一一 0.00 号も

（主主）・ 数字は． 平成24年5月1日現在の数字を記入してください．
各年度の入学者数については． 骸当年度当初に入学した人数を犯人してください。｛神申でi且営者がい予」士畠舎で弘、そのia筆者数巷灘らす必要は

あ旦主盆＆斗

・ 各年度の退学者数については． 退学年度ごとに記入してください．また、留学生数欄の人数については、温室聖者敏の肉歓を飽入してください．

留学生については．
「 出入国管理及び鍛民m定法J 別表第一に定められる「『留学』の在留資格（いわゆる 「留学ピザJ ) 

により ． 我が園の大学 （大学院を含む．） ． 短期大学 ． 高等専門学校． 専修学校｛専門課程）及び裁が国の大学に入学す るため の

準備教育繰程を位置する教育施Iiにおいて教育を受ける外国入学生』を飽入 して く だ さ い．
「入学者数に対する退学者数の割合」l立 ． 【当骸対象年度の入学者のうち ， 平成24年度5月1日現在 までに退学した学生数の合計】 を．

【当骸対象年度の入学者数】で除した割合（%）を記入してください．その際 ， 小数点以下�2位を四姶五入し小数点以下第1位 までをle入してください

「主な退学理由JIま ． 下の項目を参考に飽入してください．その際 ．
「就学意欲の低下（0人）Jとい うようにその人数も含めて配入してください．

（飽入項目伊IJ)・就学意欲の低下 ・学力不足 ・他の教育機関への入学・転学 ・海外留学

－章u眠 ・学生個人の心身に関する事情 ・家庭の事情 ・除草E －その他
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2 授業科目の概要

＜人聞社会学部 現代社会学科＞

(1)便業科目表

科目区 授業科目の名称
配当 単位数 専任教員等の配置

備 考分 年次 必 修 選 択 自 由 教 授 ；量教授 構 師 助 教 助 手

共 実 J 開!ItううZ敏による（24)
通

I! 
実践入門セミナ ー 1tff 2 ス

-4ー －－，！ー 開!It引うZ散による（23)
教 タ 実践キャリアプランニング 2前・後 2 
育 インテグレーテッド・イングリッシュ 1前 2 
科
目

ド 情報リテラシー 1 a 1 tf1 

情報リテラシー 1 b 1前

実 キャリアデザインa 2前 2 
践 キャリアデザインb 2後 2 
ア キャリアプランとインタ ーンシップ 3前 2 

ジェンダー給 1後 2 
/\ 

，、.,, 日ーディング・スキノレズa 1tff 

ス リーディング・スキルズb 1後

トリスニング・スキルズa 1前・後
科 リスニング・スキノレズb 1後
目 スピ ーキング・スキノレズa 1前・後

スピ ーキング. ；；..キノレズb 1後
フランス符a ltff 
フランス跨b 1後
ドイツ梧a ltff 
ドイツ符b 1後
中国悟a 1前
中国語b 1後
コリア符a 1tff 
:, yア路b 1後
英紐と文化a 2前・後

英鯖と文化b 2後
フランス簡と文化a 2前
フランス蹄と文化b 2後
ドイツ符と文化a 2tff 

ドイツ悟と文化b 2後
中国路と文化a 2tff 
中国語と文化b 2後
コりア鯖と文化a 2tff 

コリア符と文化b 2後

海外悟学研修a 1休 2 

｝／ 
海外筒学研修b 1休 2 

海外館学研修c 1休 2 

海外話学研修d 1休 2 

情報リテラシー 2a 2*1・後
情報リテラシー 2b 2前・後
情報リテラシー 2 c 2前・後
情報日テラシー 2 d 2附・後
情報リテラシ－ 2 e 2附・後

2後 古＇）｝1弘編成踊盤により開縞学
情報リテラシー 2 f f静v司書 期変更（23)

情報リテラシー 2g 2tff 2 

教 女性学 1前. ,. 2 
養 女性と臓業 2前・後 2 
教 1削・後 加わうム編成問益により開館学
育

女性と文学 凶鴨ー 2 期変更（23)

自 女性と法律 2附・後 2 

哲学入門a 1tff 2 

哲学入門b 1後 2 

現代の哲学a ltff 2 

現代の哲学b 1後 2 

倫痩学入F可a 1tff 2 

倫理学入門b 1後 2 

現代倫理学a 1前 2 
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科目区 授業科目の名称
配当 単位数 専任教員等の配置

。情 考
分 年次 必 修 選 択 自 由 教 授 ；量教授 槍 師 助 教 助 手

共 教 現代倫理学b 1後 2 

通 養 美学a 1前 2 

教 教 英学b 1後 2 

育 育
科 科

社会思想史a 1前 2 

目 自 社会恩組史b 1後 2 

中国の思想a 2前 2 

中園の思想b 2後 2 

丙洋思想史a 1前 2 

商洋恩想史b 1後 2 

仏教思想史a 2n 2 

仏教思想史b 2後 2 

キリスト教概論a m 2 

キリスト教概論b 1後 2 

文学概論a 1前 2 

文学観論b 1後 2 

日木の文学a 1前 2 

日本の文学b 1後 2 

日木の文学c 1n 2 

日木の文学d 1後 2 

フランス文学a ,n 2 

フランス文学b 1後 2 

ドイツ文学a 1前 2 

ドイツ文学b 1後 2 
＼ノ

児童文学総a 1前 2 

児童文学給b 1後 2 

比較文学a 1n 2 

比較文学b 1後 2 

日本史a 1n 2 

日木史b 1後 2 

丙洋史a 1n 2 

丙洋史b 1後 2 

東洋史a 1n 2 

東洋史b 1後 2 

地理学 1AA 2 

比較文化論a 1前・後 2 

比較文化愉b 1後 2 

生活文化愉a lAA 2 

生活文化論b 1後 2 

出版文化倫a lAA 2 

出版文化飴b 1後 2 

文化人額学a 1AA 2 

文化人類学b 1後 2 

メディア論a 1J明 2 

メディア論b 1後 2 
v 

情報文化輪a 1AA 2 

情報文化論b 1後 2 

情報科学 1後 2 

心理学概論 1前・後 2 

心理学a 1AA 2 

心理学b 1後 2 

発遠心理学a 1AA 2 

発達心理学b 1後 2 

発達臨床心理学 1 m 2 

発達臨床心理学 2 1後 2 

社会心理学概鎗 1前 2 

脳と心 1後 2 

健康心理学 1AA 2 

精神保健 3AA 2 

カウンセリング概鎗 3後 2 

実験，心理学 3AA 2 

日本国憲法 1前・後 2 

法学 1前・後 2 

政治学a 1前 2 

政治学b 1後 2 

経済学a 1AA 2 

6 



科目区 授業科目の名称
配当 単位数 専任教員等の配置

備 考
分 年次 必 修 選 択 自 由 教 授 ；住教慢 鶴 締 助 教 助 手

央 軍主 経済学b 1後 2 

通 養 日本経済論a l'RfJ 2 

教 教 白木経済論b 1後 2 
育 育
科 手ヰ

消費経済論 2後 2 

目 目 社会学a 11制 2 

社会学b 1後 2 

社会福祉概除a l'RfJ 2 

社会福祉概給b 1後 2 

ジェンダー文化論 2'R1) 2 

ジェンダ一社会総 2後 2 

2n 
b'JhぅA・成銅盤により関学学期を変
更（24)
カリねラム編成調f,lにより開Ill学

社会保障給 ト� 2 期変更（23)

くらしの人間工学 1後 2 

生活学原論 1前・後 2 制わうム鍋成問聾により関学学期を変

食文化輪 1前・後 2 更（24)

衣生活愉 1前 2 

ハヲジング鎗 2前 2 

高齢者福祉概愉 3後 2 

教育学a 1前 2 

教育学b 1後 2 

教育史a 1前 2 

教育史b 1後 2 

数学の世界 l'RfJ 2 

教の思考法 l'RfJ 2 

数理科学 m 2 

数理統計学 1後 2 

物理の世界 1後 2 

宇宙物理学 1811 2 

化学の世界 1後 2 

基礎化学1 1前 2 

基礎化学2 1後 2 

有機化学a 1前 2 

有機化学b 1後 2 

理化学実験 1Wll·後 2 

生物の世界 1前 2 

生命と遺伝子 1前 2 

生命と環境 1後 2 

科学思想史 1後 2 

環境科学 l'RfJ 2 

環境と産業筏術a 1前 2 

環境と産業技術b 1後 2 

ーノ
環境文化概給a 1'R1) 2 

環境文化彼給b 1後 2 

環境社会総 2前 2 

1前・後 力＇H'i弘編成悶益により関総学

運動の生理科学 同帯ト 2 期変更（23)

スポー ツ文化論 1前・後 2 

健康運動実習a lfol·後

健康運動実習b 1Wll·後

基礎スポー ツ実習a 1前・音量

基礎スポー ツ実習b 1前・後

基礎スポー ツ実習c 1Wll·後

基礎スポー ツ実習d 1前・後

健康体力科学演習 1前・後

へノレスプロモ ー ション実践実習a 1Wll·後

へノレスプロモー ション実践実習b 1前・後

レクリエー ショナノレスポー ツ lf<J·後



科目区
授業科目の名称

配当 単位数 専任教員等の配置
備 考

分 年次 必 修 選 択 自 由 教 復 准教授 欄 師 助 教 助 手

共 資 世界の美術a lWIJ 2 

通 格 世界の美術b 1後 2 
教 関 世界の美術c 1Wll 2 
育
科 科

世界の奨術d 1後 2 

目 目 人間と英術a IWIJ 2 

人間と美術b 1後 2 

文化史a lWIJ 2 

文化史b 1後 2 

生活経営愉 m· 後 2 

家庭工学 2111 ·後 2 

看護学 2Wll 2 

家銭関係愉 3Wll 2 

育児学 3前・後 2 

保育学 3前 2 

日本語学概論a lWIJ 2 

日木筋学鏡検b 1後 2 

日本事情a 2Wll 2 

日木事情b 2後 2 

日木文化緩輪a 2Wll 2 

日木文化観論b 2後 2 

対照首筋学a 2Wll 2 

対照宮商学b 2後 2 

日木語教授法a lWIJ 2 
、ノ

日木語教綬法七 1後 2 

日木路教授法演習a 2Wll 2 

日木路教授法演習b 2後 2 

日本路教俊法演習c 2前 2 

日：木語教授法演習d 2後 2 

日本箱教育英習a 3前 2 

日木路教育実習b 3後 2 

脅路学概給a 2Wll 2 

宮路学概論b 2後 2 

休m
1JIJわうA編成問益により本年度休踊
(24) 

Z格品4量 カl)f1弘編成問聾により開踊学
オープン鰐座a i脇-4量 2 期変更（23)

2附・後 カ＇Jh弘編成翻fiにより開Ill学
オープン鰐座b .14-4量 2 期変更（23)

3後 カリわうム編成問聾により関総学
オープン構座c .14-4量 2 期変更（23)

未開織 制ねうム編成翻墜により本年度末開信
(24) 

来開講 制キュラム編成簡聾により本年度末111!111
オープン講座d は且ム4量 2 (23) 

未開鴎 糾おうA編成制fiにより本年度来開館
(24) 

未聞鵬 州キユうA編成!lllfiにより本年度末開講 u 
オープン講座e 山血ム』量 2 (23) 
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科目区 授業科目の名称
配当 単位数 専任教員等の配置

備 考
分 年次 必 修 選 択 自 由 救 援 ；量教授 m 師 助 教 助 手

人聞社会学総論 1 前. ll 2 

専
心理学基礎 1 前 ・ 後 2 

門 社会学概論 1前・後 2 

基 経済学続論 1Wil· 後 2 

礎 経営学概給 1前・後 2 

科 法律学 1前・後 2 

目
コミュエケーション続論 1前 ・ 後 2 

社会と統計 1後 2 

専 現代社会論 2t!I 2 

門 人間教育学概給 2後 2 

基
人間関係論 2前 2 

科 教育心理学 2後 2 

目 社会心理学 2t!I 2 

行動科学 2t!I 2 

ミクロ ・ マクロ経済学 2後 2 

企業戦略論 2前 2 

キャUアデザイン愉 2t!I 2 

キャリアマネジメント輪 2後 2 

簿記総I lt!I 2 

簿記論H 1 後 2 

民法概給 2t!I 2 

商法概検 2削 2 

人間形成愉 2ttr 2 

現代教育愉 2t!I 2 

教育社会学 3後 2 

キャロア教育支援倫 3t!I 2 

教
女性と労働 2後 2 

育 家族社会学 3前 2 

・ 都市社会総 3後 2 

社 共生支援給 3t!I 2 

会 NP 0 ・ NG O諭 3t!I 2 

系
ダイパーシティ社会輪 3前 2 2 

社会ネットワ ーク給 3後 2 

社会文化事業給 3後 2 

地犠社会学 2前 2 

行政法 3後 2 

企 社会倫理 2後 2 

業 消費者保績輪 m 2 

社
現代日本経済給 2後 2 

会
系 現代企業姶 2t!I 2 

社会会計論 3t!I 2 
門

地犠経済と社会 3後 2 

ノ 開 経済発展と社会 3t!I 2 

中小企業論 3前 2 

応 園際経済総 3後 2 

園際企業給 3後 2 
科
目

マーケティング愉 3t!I 2 

消費者心理学 3後 2 

安全心理学 2後 2 

企業法 2後 2 

経済法 3t!I 2 

ビ 休鴎 由＇Jh弘編成鯛墜により本年度休踊

エノ 産業心理学 l→梢ー 2 (24) 

経営心理学 3後 2 

コ 人格，心理学 3前 2 

司・、、 臨床心理学 3後 2 

ニL 異文化理解 2後 2 

集団組織コミュニケー ション愉 3前 2 

人事管理論 2t!I 2 

〉〆
ホスピタリティ愉 3t!I 2 

ヨリー ダーシップ給 3t!I 2 

‘ 
;,/ カウンセ日ング 2後 2 

系 産業カウンセリング 3後 2 

コ ーチング飴 3後 2 

現代ジャーナリスト愉 3t!I 2 
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科目区
綬業科目の名称 配当 単位数 専任教員等の配置

備 考分 年次 必 修 選 択 自 由 教 授 ；量教媛 鴎 師 助 教 助 手
社会の�Ii置数学 1前 2 

認知心理学 2後 2 

生涯，心理学 2!11 2 

学習心理学 J!fl 2 

女性心理学 3後 2 

犯!Ill心理学 J!fl 2 
J!fl 書＇Jh弘編成銅盤により開繍学

心理学研究法 円後一 2 期変更（23)

心理学統計法 3後 2 

心理学実験実習1 2附 2 
専 心理学実験実習E 2後 2 
門

社会調査続愉 2!11 2 

社会側査方法輪 2後 2 

科 社会開査実習I 3!fl 2 
目 社会関査実習E 3後 2 

調査・実験データ処理法 2後 2 

社会科学データ分析 J!fl 2 

国際政f古蛤 2!11 2 

地理学債総 2後 2 敏車E銀穏充実のため科目追加（23)
担当者 竹林和彦（兼任）

特j!IJ:11鎌A 2!11 2 
2!11 カ1Jh弘編成四重により開m学

特別lllftB 叶後ー 2 2 期変更（23)

特別清,tc 3後 2 2 就服緊急対賓として臨時間観（24)
2 2 開llt？ラス鼓による（24)

ーー十ー ーートー

1寅習1 H量 2 ーー＋ー --4ー 開自陣ヲラス量生による（23)
4 

尊 演習H A 2!11 2 ート 一寸ト時 ー→ーー 関脇ヲラス敏による（24)
門 4 
演 演習E B 2後 2 一守一 ー→2- 聞llt？ラス数による（24)

科 演習mA J!fl 2 6 3 

目 演習E B 3後 2 6 3 
5 

演習WA 4!11 4 一一世一 3 一一←ー 開鵬ヲラス敏による（24)
5 

演習WB 4後 4 -;- 3 開Ill？ラス敏による（24)

耳事
英路コミュニケーションI 1後 2 

門 英路コミュニケーションE A 2前 2 

外 英絡コミaニケーションE B 2後 2 

国 中国崎コミュエケーションI A 1!11 2 
1苦 中国崎コミュニケーションI B 1後 2 
科 中国fltコミュエケーションE A 2!11 2 
目

中国f量コミュエケーシ冒ンE B 2後 2 

（注） ・ 届出書の様式第2号（その2の1)に準じて作成してください。
届出時の授業科目全て（型軽径 ． 型軽担教員が担当する科目を含む。）を黒字で12載してください。 その上

で． 前年度報告時（平成23年度に届出された大学等は届出時）より変更されているものは赤字見え消し
修正し ． 『備考Jに赤字で理由・変更年月等を記入してください。

なお ． 昨年度の報告書において赤字で見え消しした部分については． 見え消しのまま黒字にしてください。
『配当年次Jについて ． 届出時に開講時期を記織する必要がなかった学齢等（平成1 9年度届出以前）に

ついても ． 届出時の状況を黒字で犯人してください。また ， 前年度報告時より修正があれば ， 赤字で見え消し
修正をしてください．

履修希望者がいなかったために未開講となった科目についても飽入してください。

(2）担業科目叡

計 画 句・

針 自 由 百十
備 考

必 修 選 択

23 
II 
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(3）未開講科目

番号 授業科目名 単位数 配当年次 一般・専門 必修・選択 未開講の理由 ， 代替措置の有無

1 オープン講座a 2 一般 選択 カリキュラム編成調整により朱開講

2 オープン講座d 2 一般 選択 カリキュラム編成調整により未開講
3 オープン講座e 2 一般 選択 カリキュラム編成調整により未開講

（注）・ 届出時の計画にあった授業科目が配当年次に達しているにも関わらず，何らかの理由で未開講となって
いる授業科目について記入してください。なお ， 理由については可能な限り具体的に記入してください。

履修希望者がいなかったために未開講となった科目については，記入しないでください。

(4）廃止科目

番号 授業科目名 単位数｜配当年次｜一般・専門｜必修・選択 廃止の理由 代替措置の有無
1 ｜該当なし

（注） ・ 届出時の計画にあり、何らかの理由で廃止（教育課程から削除）した授業科目について記入してください。
なお ， 理由については可能な限り具体的に記入してください。

(5) t受業科目を未開講又は廃止としだことに係る「大学の所男」及び「学生への周知方法」

ン講座d J Iオーブン講座e J 1 ...、
め、平成24年度も開講がで、 きなかった。
学生への周知は、4月当初のオリエンテーション、学生配布の履修要綱、講義概要、授業時間割によって十分に徹底して
いると考える。

....) 

（注） ・ 授業科目を未開講又は廃止としたことによる学生の履修への影響に関する「大学の所見」及び「学生への周
知方法Jを記入してください。

(6) 「届出時の計画の擾業科目数の計」に苅する「未開講科目と廃止科目の計」の割合

未開講科目と廃止科目の計

届出時の計画の授業科目数の計
一

（注） ・小数点以下第3位を切り捨て，小数点第2位まで を記入してください。
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3 施設・設備の整備状況， 経費

区 分 内 容 備考

( 1 ) 区 分 耳事 用 共 用 共学校用す
等のゐf専也の

用 t十

校舎敷地 31, 801 rri Orri Om 31, 801 rri 
校

運動場用地 1 o. 740rri Om Orri 10, 740rri 

池 針 42, 541 rri Om Om 42 541 rri 

その他 1, 353rri Om Om 1, 353rri 
等

dロふ 自＋ 43, 894rri Om Om 43, 894rri 

尊 用 共 用 共
学

用校す
等の

る他の 百十耳軍用

(2）校 舎 35, 167rri Om Om 35 167rri 

35, 167 rri) Om) Om) 35, 167rri) 

秘書E室 演習 室 実験実習室 情報処理学習施段 1苦学学習施惣

(3）教 一室 等 4室 11皇
41：室 34室 40室

（械助耳障員 6人） （補助職員 O人）

新般学部等の名称 室 数
(4）専任教員研究室

人間社会学部現代社会学科 10 室

図 寄 。学術雑t車

新役学部司事
視聴覚資料 機械・器具 棟 本

(5) の名称
〔うち外図書〕 〔うち外図書〕 電子ジャ ーナル

冊 種 〔うち外国書〕 点 点 点

2,565 (233) 308 
73,696〔6,742) :!, 56+ 〔：！36〕 366 (366〕 銀S 。 。

込五件4鎚6}- おS
図 現代社会学科 (70目 008〔6, 296]) (2, 565〔233〕） (362〔362〕） ( 196 ) 

C6s. nt £6. m:n (:!, 56+ E:!3叫ヰ '36t EJGH } ι却♀」ト ( 0 ) ( 0 ) 
持品特ふお.--00-1-』与 (:!. 566 E:!36� } .(366 El66� } 十斗ωー与 図書購入計画の変更に

2,565〔233〕 308 よる（24)
73,696〔6,742〕 :!. 56+ E:!36� 366〔366〕 ♀ω 。 。

百十
みおふ-W6}- 鈴S

(70, 008〔6,296]) (2, 565〔233) ) (362〔362〕） ( 196 ) 
（�民J総与 (:!, 56+ E:!l6J } 。ω」お斗Jト �♀ふ ( 0 ) ( 0 ) 

(69. t96 E6. oom 必�」お件ヰ 持総斗総件ふ +-1-9ふふ

面 積 閲覧座席数 収納可能冊数
(6）図 m 館

3, 937 rri 304 440,000 

面 穣 体育館以外のスポー ツ施設の概要
(7）体 育 館

2. 245rri テニスコ ー ト4面皐 球 犠 8 面大学全体

区 分 開Ill:年度 完成年度 区 分 開銀前年度 開役年度 完成年度
経費

(8) の貝 教員1人当り研究費等 400千円 400千円 図書購入費 6, 710千円 5,610千円 5, 610千円 学制1全体

経費の貝 積り
共同研 究 費 等 10, 000千円 10, 000千円 Ill:備耳障入費 3, 400千円 3,400千円 3,400千円 図書費には電子γャナ

積り及び 晶子－，＂. -xのm備費
維待方法 !fl; 1年次 第2年次 第3年次 第4年次 第5年次 第6年次 （運用以ト）を含む。
の概要 学生1人当り

納付金 1,300千円 1. 020千円 1, 020千円 1. 020千円 一千円 一千円

学生納付金以外の維持方法の概要 ｜寄付金収入、私立大判経常費補助金、資産運用収入、事業収入等
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4 既設大学等の状況

大 学の 名 称 実践女子大学 備 考

既設学部等の名称 修業 入 字 編入学 収 容 学位文
超
定

過率員 年
開 設度 所 在 地

年限 定 員 定 員 定 員 は称号

年 人 3年次 人 倍

人
文学部 1. 13 

国文学科 4 110 15 500 学士 1. 20 昭和40 平成23年4月より入
（文学） 年度 学定員変更

120→110 (..6..10) 
英文学科 4 110 15 500 学士 1. 18 昭和40 平成23年4月より入

（文学） 年度 学定員変更
120→110 （ム10)

美学美術史学科 4 90 10 410 学土 1. 01 昭和60 平成23年4月より入
（文学） 年度 学定員変更

100→90 （ム10)
生活科学部 1. 11

食生活科学科 4 70 14 308 学士 1. 01 昭和41
管理栄養士専攻 （生活科学） 年度

食生活科学科 4 75 5 310 学士 1. 09 昭和41
食物科学専攻 （生活科学） 年度

生活環境学科 4 80 10 340 学士 1. 20 昭和40
（生活科学） 年度

生活文化学科 4 40 10 180 学士 1. 22 平成19
生活文化専攻 （生活科学） 年度

生活文化学科 4 45 5 190 学士 1. 04 平成19
幼児保育専攻 （生活科学） 年度

人聞社会学部 1. 08 人聞社会学部lま学
部一指入試のた

東京都日野市 め、 入学者を定員
で妓分して超過率

人聞社会学科 4 100 10 520 学士 1. 05 平成16 大坂上四丁目 平成23年4月より
（人聞社会学） 年度

1番地の1
入学定員変更

， 
140→100 （ム40)
編入学定員変更
20→10(..6..10) 

現代社会学科 4 100 10 200 学士 1. 12 平成23
（人聞社会学） 年度

文学研究科 0. 41 
国文学専攻 3 3 9 1導士 0.33 昭和44
（博土後期課程） （文学） 年度
国文学専攻 2 10 一 20 修士 0. 17 昭和41
（博士前期課程） （文学） 年度
英文学専攻 2 6 12 修士 0.45 昭和41
（修士課程） （文学） 年度
美術史学専攻 3 2 2 博士 0.08 平成23
（博士後期課程） （文学） 年度

美術史学専攻 2 6 12 修士 1. 00 平成4
（博士前期課程） （文学） 年度

生活科学研究科 0. 35 
食物栄養学専攻 3 2 6 ・ 博士 0. 50 平成17
（博士後期課程） （食物栄養学） 年度
食物栄養学専攻 2 6 12 修士 0.33 昭和41
（博士前期課程） （食物栄養学） 年度
生活環境学専攻 2 6 12 修士 0. 83 平成元
（修士課程） （生活科学） 年度

人聞社会研究科
人聞社会専攻 2 7 14 修士 0.29 平成22
（修士課程） （人聞社会） 年度

13 



大 学 の 名 称 実践女子短期大学

既設学部等の名称 ヨ毎 入
年限 定

年 人

人
日本語コミュニケー 21 100 
ション学科

英語コミュニケー ショ 120 
ン学科

人｜

2001短期大学士
（日本語コミュニケー

ション学）
2401短期大学士

（英語コミzニケーショ
ン学）

超過率｜年 度 所 在 地

倍

0. 93
0. 96 昭和27

年度

0. 71 神明一 丁目
年度 13番地の1

備 考

平成23年より学生
募集停止（生活福祉
学科）

（注） ・ 本調査の対象となっている大学等の設置者（学校法人等）が，設置している全ての大学の学部 ，

学部の学科 ． 短期大学の学科及び高等専門学校の学科（A C対象学部等を含む）について ， 大学，

短期大学又は高等専門学校ごとに ， 平成24年5月1日現在の状況を記入してください。

（専攻科に係るものについては ， 記入する必要はありません。）

『定員超過率jには，標準修業年限に相当する期間における入学定員に対する入学者の割合の

平均の小数点第2位まで（小数点第3位を切り捨て）を ， 学科（短期大学において専攻課程を設置

している場合には ． 専攻課程）単位で記入してください。

学生募集を停止している学部等がある場合，入学定員と収容定員は「一」とし 「備考Jに「平成

O年より学生募集停止」と記入してください。

14 
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5 教員組織の状況

＜人聞社会学部 現代社会学科＞

C 1 ）担当教員表

認 可 時 の 計 画 変 更 状 況
専任・ 専佳・
薫担・

職名
氏 名

担当授業科目名
.担・ 氏 名

担当綬業科目名
備 考

.怪 （年 齢）
就佳予定年月

薫佳 職名
（年 齢）

就任予定年月

の別 の別

グzンゲー論
女性と労働
家族社会学
ゲイ11·→子ィ社会総
※ 
現代グャナリ対論

鹿嶋 敬
特日l]l韓滋 B

尊 教授 平成23年4 月 実践入門セミナ・

演習 I
演習 E A 
演習 E B 
演習E A 
演習E B 
;Jll!l'NA 
演習W B 

人聞社会学総論※
人間教育学概諭
人間関係輪
人間形成給
教育社会学
ゲイ11·ーシティ社会総

庚弁（.IJUII）多 ※ 

尊 教綬 舗子 平成23年4月 特別総書E B 
実践入門セミナー

演習 I
演習 E A 
演習 E B 
演習E A 
演習E B 
演習NA
演習NB 

心理学基礎
行動科学
安全心理学
産業心理学
心理学研究法

教担量 特別総書I A

専 （学科 松浦 常夫 平成23年4月 実践入門セミナー

主任） 演習 I
演習E A 
演習E B 
演習E A 

ノ 演習E B 
演習NA 
演習NB 

経済学療検
現代日本経済輸
地織経済と社会
経済発展と社会
中小企業給

曇 昭吉
実践入門セミナ・

専 教授 平成23年4月 演習 I
演習E A 
演習 E B 
演習E A 
演習E B 
演習NA 
演習W B 
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m 可 時 の 計 画 変 更 状 況
専任・ 専任・
JI包・

E臨名
氏 名 It任予定年月 担当綬3医科目名

叢担・
E融名

氏 名 事Z佳予定年月 担当後S医科目名
側 考

豪佳 （年 齢） 薫佳 （年 齢｝
の別 の別

キャ1J7林γルト愉
ヰャ＇JJ教育支綴鎗
入車管理愉
リーゲ ーシヲJ

＇

愉

谷内 篤博
コーチンゲ論

’E 教綬 平成24年4月演習E A 
演習E B 
演習EA 
；演習EB 
演習NA 
演習NB 

異文化理解※
中国鱈コbニケーションI
A 
中国指コミュニトションI
B 

蘭 明 中国筒3ミ主ニトシルE
尊 教後 平成23年4月A

中国絡コミ1ニケーションE
B 
演習EA 
演習EB 
演習NA ーノ

演習NB 

インテゲlri'？ド ・インIJ
°

ljヲシュ
異文化理解※
英語コミュニケーションI

司早 ；世教綬 阿佐美 敦子 平成23年4月 茶話コミュニケーションE A 
英1置コミュニヤーションE B 
演習EA 
演習EB 
演習NA
演習NB

経済学級自由
企業戦略愉
キャリ7f

＇

ザイン愉
現代企業鎗
国際経済総
国際企業給

電車 ；住教綬 高橋 意智郎 平成23年4月 実録入門セミナー

演習I
演習E A 
演習E B 
演習EA 0 
演習ms
演習WA 
演習WB 

社会学概愉
現代社会蛤
地犠社会学
社会調査方法検
実践入門セミナー

耳E ；世教綬 原回 線 平成23年4月演習I
演習E A 
演習E B 
演習EA 
演習EB 
演習NA
演習NB
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認 可 時 の 計 画 変 更 状 j兄

専任・ 専任・

集担・
職名

氏 名 就佳予定年月 担当授業科目名
来担・

職名
氏 名 就任予定年月 担当慢3医科目名

備 考

理E怪 ｛年 齢） 業佳 ｛年 齢）

の別 の別

日本国憲法
法律学
行政法
消費者保E重論
経済法

金津 線
実践入門セミナー

’E 講師 平成23年4月 演習I
演習E A 
演習E B 
演習m A 
演習E B 
；演習N A 
演習W B 

人聞社会学総給※
教担2 飯図 良明

社会心理学
型軽担 （学郵 平成23年4月 実録入門セミナー

長） 演習I
オープン鵬座e

石川 祥一
異文化理解※

兼担 教綬 平成23年4月
英t置ヨミュニトションI
英1置民主ニケーションE A 
芙鱈コミュニトションE B 

家族関係給

数野 昌三
法律学

兼担 教綬 平成23年4月 民法概愉
実践入門セミナー

演習1

人聞社会学総輸※

E匝 純子
心理学基礎

策担 教綬
生涯』心理学

      平成23年4月 女性心理学
実践入門セミナー

演習I

｝ノ

銀地 邦秀
経営学概論
キャ1J7r

＂

ザイン1甫
策担 教授 実践入門セミナー平成23年4月

演習I

3ミュニトション概論※

高木 絡子
共生支t量輸

兼担 教授 平成23年4月 社会文化事業愉
実践入門セミナー

演習I

17 



認 可 時 の 計 画 変 更 状 況
車専任・ 専佳・
兼摂・ 氏 名 理E担・ 1£ 名

担当録集科目名
備 考

兼径 職名
（年 齢）

就任予定年月 担当綬業科目名 策佳 職名
（年 齢）

就任予定年月

の別 の別

コミュニケーション概論※
認知心理学
学習心理学

兼担 准教綬 粟津 俊二 平成23年4月 心理学統計法
心理学実験実習I
心理学実験実習E
実践入門セミナー

演習I

簿記論I

右川 恵子 簿犯論E
策担 准教綬 平成23年4月 社会会計鎗

実践入門セミナー

演習I

社会と統計
社会鯛査概愉
鯛査・実験ヂ ・9処

竹肉 光悦
理法

型軽担 ；住教綬 平成23年4月 社会調査実習I
社会調査実習E 、ノ

社会科学ず寸分析
実践入門セミナー

演習I

情報リテうシー2g

策担 総師 松下 慶太 平成23年4月 コミュニトシヨン概倫※
実践入門セミナー

演習I

v 
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（注） ・届出書の織式第3号（その2の1)に準じて作成してください．

なお ． 当該股置に係る学部 ． 学科等に所属しない教員であって ． 全学共通 ． 学部共通などの綬業科目を担当する教員組織に

所属している場合は ， <00学部 c,.c,.学科〉の箇所を「共通」とし． 表を分けて作成してください．

後任が決まっていない場合には ， 『後任未定Jとle入してください。

辞任者｜ま「備考Jに退職年月 ． 氏名 ． 理由を記入してください．
年齢は， ra.司踏の齢&11 Iこは当量隼包等の量任時における道年齢を， 『蜜司F技湿Eには平虚24年5 JI，日現在の造年・ー

を記入してください．

教員を学年進行中に変更した文lま変更する予定の場合（「新規採用J . 「担当綬業科目の変更J又は「昇格」をいう．）は ，

変更後の状況をle入するとともに ． その理由， 後任者が決まっていない場合は ． 「変更状況」の「氏名Jに「後任未定jと犯入し，

及び今後の採用計画を「備考J にle入してください．

「事前伺いJにより股置された学部等については． 当歓項目を記載する必要はありません．



(2）専任教員獄

U! 可 時 の 計 画

教 慢｜准教慢 ｜講 師｜助 教｜計

変 更 状 況

助 手 ｜｜教 綬｜；雀教慢｜檎 飾｜勘 教｜針｜助 手
考

）
 
1（

 

0 

(0) 

10 

(9) 

。 nu

nH

 

噌i

れい‘
ー

－
 

AU

内υ［
 

］
 

司A

AU［
 

］
 

内δ

nv［
 
｜］

 

Fnv

AHV［
 

0 

[OJ 

6 

(5) 

3 

(3) (0) 

（注）・「届出時の計画Jには，属出時に予定されていた完成年度時の人数を記入するとともに， （ ）肉に欄股時の状況を記入し，
「変更状況Jには．平成 24 年 5 月 1 日現在（就任予定の者を含む）の状況を記入するとともに， ［ ］肉に届出時の

計画との増減数をle入してください。 （記入伊l 1 名滅の禍合： .6. 1 ) 

」ノ

＼ノ

． 

19



(3）専任教員辞任等の理由

番 号 職 位 専任教員氏名 辞任（就任辞退を含む）等の理由

1 

2 

3 

（注） ・ 専任教員の辞任等の理由について， 可能な限り具体的に記入してください。

『事前伺い」により段置された学部等については ， 当鮫項目を!2載する必要はありません。

(4）専任教員交代に係る「大学の所見J及び「学生への周知方法」

（注） ・ 上記（3）の専任教員辞任等による学生の履修等への影響に関する『大学の所見J及び「学生への周知方法Jを犯人してください。

「事前伺い」により鮫置された学部等については ． 当該項目を記載する必要はありません。

J 
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6 留意事項に対する履行状況等

区 分 留 意 事 項 履 行 状 況
未履行事項について

の実施計画

設置計画履行状況

調 査 時 該当なし 該当なし 該当なし

（平成23年5月）

設置計画履行状況

調 査 時 該当なし 該当なし 該当なし

（平成24年5月）

設置計画履行状況

調 査 時

（平成25年5月）

（注） ・ 「設置計画履行状況調査時Jには， 当該設置計画履行状況調査の結果， 付された留意事項に対する

履行状況等について具体的に記入するとともに， その履行状況等を裏付ける資料があれば添付して

ください。

� 

定員管理に係る留意事項への履行状況については， 指摘を受けた学科等についてのみ記入して ）ノ

ください。

該当がない場合には， 「該当なし』と記入してください。

「事前伺い」により設置された学部等については ， 当該項目を記載する必要はありません。
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ノ

7 その他全般的事項

く人聞社会学部 現代社会学科〉

( 1 ）設置計画変更事項等

認 可 時 の 計 画 変更内容・状況 ． 今後の見通しなど

なし なし

（注）・ 1～6の項目に記入した事項以外で ， 設置認可時の計画より変更のあ ？ f：.こもめ τ朱実施を含む。）
及び法令適合性に関して生じた留意すべき事項について記入してください。

認可申請書の「設置の趣旨等を記載した書類」の項目に沿って作成し それ以外の事柄については
適宜項目を設けてください。（記入例参照）

・ 「事前伺い』により設置された学部等については ． 当該項目を記載する必要はありません。

(2）教員の資質の維持向上の方策CF D活動含む〉

a 委員会の設置状況
F D活動を円滑に行うため、 学則第48条に基づき、 実践女子大学FD推進委員会を置く。
（実践女子大学 F D 推進に関する規定 第3条）。

b 委員会の開催状況（教員の参加状況含む）
実践女子大学 F D 推進委員会は、 各学部長、 学科・課程主任、 大学教育研究センター長等で構成され

概ね全委員が出席し、 5回開催された。

c 委員会の審議事項等
• F D の基本活動（活動方針、 活動項目、 活動予定の策定等）に関すること
. F D に関する情報・資料の収集及び広報活動に関すること
• F D に関する講演会、 研修会等の開催に関すること
－学生による授業評価に関すること
－その他教育の充実・向上のための諸施策、 教育の改普及び教員の能力開発に関すること

② 実施状況
平成 23 年度は、 F D 活動として次の内容に取り組んだ。この結果を踏まえ、 平成 24 年度以降も

取り組んでいく。

a 実施内容
・学生による綬業評価
• FD研修会

・カリキュラム点検
．卒業論文概要書の刊行
．非常勤講師懇談会
・専門演習検討会

・学習ポー トフオリオ
・学生実態調査及び満足度読査

b 実施方法
－学生による授業評価

学生による授業評価アンケー トを平成17年度より、 学期末に（前期・後期）全綬業科目で実施しその結果
を教員にフィ ー ドパックするとともに、 科別に集計した結果をホームペー ジに公開している。人聞社会学部
では、 平成16年の学部開設時より、 全綬業科目を実施し、 全学による資料公表とは別に、 各授業科目の
データを教員相互に閲覧ができるように学科研究室に保管している。

また、 平成21年度より初年次教育による授業科目を開設したので、 その検証のためにも 『実践入門セミ
ナーJ （入門ゼミ）の授業評価を行い、 授業改善を行っている。

• FD研修会
学士課程教育、 初年次教育を考える上で、 学外講師による研修会を開催してきた。特に、 初年次教育導入

に当たっての研修会を中心に実施をしている。

・カリキュラム点検
各教員が独自に立案していた科目内容について、 学科としての一貫性を確立するために、 相互評価に

より点検している。

・卒業論文概要書の刊行
人間社会学部では、 平成19年度の第1期卒業生から毎年、 卒業年次生が作成する卒業論文の概要書を

一冊にまとめて刊行し、 在学生及びオー ブンキャンパスに訪れた高校生などに公開している。
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・ 非常勤講師懇談会
人聞社会学部では、 非常勤講師との懇談会を毎年度末に開催している。 学部教育の理念の説明や非常勤

の先生方へのお願いと非常勤講師の自をとおした本学部の学生たちの勉学態度や意欲等々を聴きながら、
意見交換を行う機会としている。

また、 英語コミュニケーシヨン担当の先生方には、 授業のあり方（学年別、 習熟度目I］クラス） ・ 授業の
指導法（綬業内容と授業外学習＝e-1 earning等、 テキスト） ・評価法（綬業等における評価、 テストと
評価）についての説明 ・ 研修を行っている。

・ 専門演習検討会
1 2年次の演習（演習し演習E A、 B）が担当教員の個性が発揮されると同時に、 演習の達成課題や

運営方法についての共通理解を深めるために検討会 ・ 研究会を開催している。 こ の検討会をとおして
検討された内容をもとにして、 学部の「基礎演習テキスト』を作成し、 現在の演習にて活用している。

．学習ポートフオリオ
人聞社会学部では、 学生が入学した当初から卒業まで作成した成

果

やレポートを分野見I］に蓄積、
記録しておけるよう、 学生全員にUSBフラッシユメモリを貸与する。 学生自身がそれまでの蓄積、
あるいは足りない点を常に自己点検・認識できるようにして、 学習ポートフオリオとして活用して
いる。 なお、 各学科末にはポートフオリオの活用状況の把握として、 使用度調査や情報スキルの
習熟度調査を実施している。

・学生実態調査及び満足度調査
入学時に学生実態調査、 卒業時に満足度調査を実施し、 学生の意識や現状把握を常に行い、

教育方法や教育課程の検討に活かしている。

c 開催状況（教員の参加状況含む）

• FD研修会
平成23年度

第1回 合同F D研修会
＼ノ

同国寸守ZZ勾・同『』白戸E・専斗玲－ge・学AE
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（注） ・ 「①a 委員会の設置状況Jには ． 関係規程等蚕転載又は添付する こと。

「②実施状況Jには ， 実施されている取組を全て記載する こ と。 （記入例参照）

「事前伺い』により設置された学郎等については． 当該項目を記載する必要はありません。
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(3）自己点検・評価等に関する事項

① 設置の趣旨 ・ 目的の達成状況に関する総指評価 ・ 所見
人聞社会学部現代社会学科の設置の趣旨は、社会人に求められる幅広い知識・技能と教養を 身につけると同時

に、教育・社会や企業社会、コミュニケーシヨンを中心とする専門的な知識 ・ 理論を活用し、今日の企業等の組織や
地域社会で活躍できる実務能力を有する人材の育成である。 現代社会学科では、単に共生社会、ダイパーシティとい
う社会現象を知識として学ぶだけではなく、知識を活用して実社会で直面する課題に対処できる能力を備え、それぞ
れの組織で活蹟できる人材を育成する。

人聞社会学部に現代社会学科設置にあわせ、学部一倍入試を導入し、学科選択を2年次進級時とし、1年次カリ
キユラムは学部共通であり、学科専門科目の展開も平成24年度以後のため、現時点での総括はできない。 しかしなが
ら、人聞社会学部として入学定員200名（人聞社会学科100名、現代社会学科100名）に対し、志願者数1. 017名、入学
者218名となったことは、現代社会学科を含めた人聞社会学部の人材育成の姿勢が＋分に理解され、時代が求める学士
像として共鳴を得たものと考えられる。

② 自己点検 ・ 評価報告書
大学全体の自己点検・評価報告書は、平成25年度公表に向けて準備を進める。

a 公表（予定）時期
平成25年7月公表予定

b 公表方法
自己点検・評価報告書を刊行し、大学ホームページにも公開する。

③ 認証評価を受ける計画
平成25年度に評価機関（大学基準協会）の評価を受けるべく、学内で報告書の準備を実施している。

（注） ・ 届出時の計画の変更｛又は朱実施）の有無に関わらず記入してください。
また． 『① 設置の趣旨・目的の逮成状況に関する総括評価 ・ 所見Jについては． できるだけ具体的な根拠を
含めて記入してください。

なお， 『② 自己点検 ・ 評価報告書」については． 当該調査対象の組織に関する評価内容を含む報告書につ
いて記入してください。

「事前伺いJにより設置された学部等については． 当該項目を記載する必要はありません。

(4）情報公表に関する事項

0 訟置計画履行状況報告書

a ホームページに公表の有無 ⑤ 無

b 公表時期（未公表の場合は予定時期） 平成 24 年 1 0月 1 日
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